
　　　　

R.8 年 6 月 1 日

　　平日 9:30 ～ 18:30
土、

祝日、
長期休

8:30 ～ 17:30 あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
「好きを見つけ、好きを形に。」私たちは、子どもたち一人ひとりの「好き」「やってみたい」という気持ちを大切にします。遊び・学び・人との出会いを通して、自分らしく成長できる
環境をつくり、未来につながる力を育みます。沖縄のあたたかなつながりの中で、子どもたちとご家族、地域社会に寄り添いながら、安心して笑顔で過ごせる支援を提供します。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ON OKINAWA 作成日児童発達支援・支援プログラム

遊びや日常生活の体験を通して、「見る」「聞く」「考える」「気づく」といった力を育み、子どもたちの理解力や思考力の発達を支援します。
一人ひとりの発達段階や特性に合わせながら、興味や関心を大切にし、“わかった”“できた”という経験を積み重ねることで、自信や意欲につながる支援を行います。
また、環境や活動の見通しを持ちやすくすることで、安心して行動できる力や、気持ちの切り替え、ルール理解など社会生活につながる力を育てます。

遊びや日常生活の関わりを通して、「伝えたい」「わかってもらえた」という経験を大切にしながら、言葉やコミュニケーションの力を育みます。一人ひとりの発達段階や特性に合わせ、
表情・ジェスチャー・言葉・視覚支援など様々な方法を用いて、自分の気持ちや思いを安心して表現できるよう支援します。また、人とのやり取りを楽しむ経験を積み重ねることで、相手
を意識する力や社会性、コミュニケーションへの意欲につながる支援を行います。

安心できる環境の中で、友だちや職員との関わりを通して、人とのやり取りの楽しさや安心感を育みます。一人ひとりの気持ちや発達段階に寄り添いながら、「一緒に遊ぶ」「順番を待
つ」「相手を意識する」といった経験を積み重ね、社会性や対人関係の力につながる支援を行います。また、遊びや集団活動を通して、ルール理解や協調性、気持ちの切り替えなど、日常
生活や集団生活に必要な力を育みます。

支援方針
未就学期の子どもたちにとって大切な「遊び」「体験」「人との関わり」を通して、“楽しい”から始まる成長を支援します。
子ども一人ひとりの「好き」「やってみたい」「気になる」を大切にしながら、安心できる環境の中で、自分らしく過ごせる居場所をつくります。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
サマー恩フェスティバル「地域招待型」・D-1CHAMPIONSHIP「地域招待型」・SDGｓPROJECT「地域連携型」・沖信花火祭り&BBQ「家族参加型」・ゆいまーるPROJECT「地域参加型」
アースカラーズ「他国交流型」・ゲームオブイヤー「家族児童職員対戦型」・ペイフォワード「恩回し型」・（いのちの教室・食育・性教育「外部講師招待型」）・慰霊の日・自閉症啓発DAY・
ダウン症啓発DAY・いじめ撲滅ピンクTシャツDAY・ SDGsあそびLab「地域招待型」・各月や季節のイベント「クリスマス・ひな祭り・七夕・ハロウィン・節分・母の日・敬老の日・誕生日など」

（別添資料１）

家族支援

子どもたちの成長を支えるためには、保護者との信頼関係や連携が大切であると考えています。日々の様子や成長、課
題を共有しながら、保護者が安心して子育てを行えるよう支援します。また、子育てに関する悩みや不安に寄り添い、
家庭と事業所が同じ方向を向いて子どもの成長を支えられるよう、丁寧なコミュニケーションを大切にしています。保
護者との対話を通して、子ども一人ひとりに合った支援につなげていきます。

移行支援

子どもたちが安心して次の環境へ進めるよう、家庭や関係機関と連携しながら移行支援を行います。保育園・
幼稚園・認定こども園・小学校など、次の集団生活を見据え、一人ひとりの発達段階や特性に合わせて、生活
面・コミュニケーション面・社会性の育ちを支援します。また、子ども本人や保護者が安心して新しい環境へ
移行できるよう、必要に応じて情報共有や連携を行います。

地域支援・地域連携

子どもたちが地域の中で安心して成長していけるよう、家庭だけでなく、保育園・幼稚園・認定こども園・相談支援事
業所・医療機関等の関係機関と連携しながら支援を行います。また、子ども一人ひとりの特性や成長に応じた支援が継
続して行えるよう、情報共有や連携を大切にし、地域全体で子どもを支える体制づくりを目指します。地域とのつなが
りや様々な経験を通して、子どもたちが安心して社会との関わりを広げられるよう支援します。

職員の質の向上

子ども一人ひとりに寄り添った支援を行うため、職員の専門性や支援力の向上に継続して取り組みま
す。子どもの発達や特性に関する理解を深めるとともに、安心・安全な支援環境づくりを大切にし、職
員同士が学び合いながら支援の質の向上を目指します。また、保護者や関係機関との連携に必要な知識
や対応力についても継続的に学び、より良い支援につなげていきます。

支　援　内　容

未就学期の子どもたちが安心して楽しく過ごせるよう、一人ひとりの発達や生活リズムに合わせた支援を行います。
日々の遊びや活動の中で、「やってみたい」という気持ちを大切にしながら、食事・排泄・着替え・手洗いなど、基本的生活習慣の習得につながる支援を行います。

未就学期に大切な「身体を動かす楽しさ」や「さまざまな感覚を使った体験」を通して、心と身体の発達を支援します。
一人ひとりの発達段階や感覚特性に配慮しながら、遊びの中で自然に身体の使い方やバランス感覚、姿勢保持、手先の動きなどを育みます。
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人
支
援


